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茶臼山配水池（諏訪市） 

飲用に適する湧水や井戸に乏しかった上諏訪地区に水を安定的に供給

するため、大正 13 年(1924 年)に竣工した上水道施設。 

レンガ造りの施設の他、そのときに造られた旧管理棟も現在も残ってい

る。敷地内は立ち入り禁止になっている。 
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講師 山岸 哲
さとし

氏 鳥類研究者・兵庫県立コウノトリの郷
さと

公園長 

 どの種類が希少で、どの種類がそうで

ないかを一定の基準で測ってリスト化し

たものを「レッドリスト」と呼んでいる

が、日本に生息するおよそ 7000 種の鳥類

のうち、2％は既に絶滅し、16％が希少鳥

類に入っている。 

 そのレッドリストの中でいちばん問題

なのは、トキやコウノトリのように我々

が既に絶滅させてしまった種類である。

それらをどのように育て野生復帰させているかを、兵庫県コウノトリの郷公園

で自ら取り組んできた例をあげながら話された。 

 オスのコウノトリ「げんきくん」は福井県に生まれたが、飼育のノウハウが

豊富な兵庫県立コウノトリ郷公園に移送し、野生復帰に向けて育てられた。背

中には行方を追跡するＧＰＳ発信機が取り付けられている。それによって「げ

んきくん」は、北は宮城県から南は九州まで飛行し、さらには韓国や北朝鮮に

まで羽を伸ばしていることが分かった。その飛行距離は１万２千キロメートル

以上にも及ぶ大冒険旅行であった。 

 鳥取県雲南市に住みついた「げんきくん」は、「ななちゃん」と結婚し子供を

もうけるが、思わぬ不幸に襲われる。奥さんの「ななちゃん」が猟師に誤って

撃たれてしまうのだ。 

 残された 4 羽の子供は、コウノトリ郷公園の研究員が大切に育てた。独りに

なった「げんきくん」は再び放浪の旅に出かける。やがて「げんきくん」は、

「ポンスニ」を見初めて再婚する。 

 波乱万丈な「げんきくん」の半生を紹介し

ながら、野生復帰への取り組みと難しさ、楽

しさを話されて、聴衆を感動に誘った。 

「鳥にとって住みよい環境を復活させ、健

全な生態系を取り戻すことが、我々に課せら

れた重要な責務である」と話を結んだ。 

 

2018 年度中部東ブロック・ユネスコ活動研究大会 in 諏訪 

記念講演 

「絶滅鳥類の復元 ～コウノトリの場合～」 
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昨年よりユネスコスクールとし

て活動している永明小学校の縄文

太鼓クラブ員による演奏は聞く者

の心をとらえ、オープニングにふさ

わしいものとなった。来賓として来

られた中島恵理長野県副知事も熱

心に耳を傾けておられた。 

オープニングで熱演した縄文太鼓演奏 

縄文科学習の取り組み発表 

「縄文に学ぶ」と題して茅野市立永明小学校の吉川豪教諭が発表された内容は

次のようなものであった。 

〇茅野市では全小中学校で生活科や総合的な学習を中心に地域素材を学習材と

して「縄文文化」を「教科」として学んでいる。 

・ねらいは、地域を愛する心を育み、郷土に愛着と誇りをもって生きるよう

になる。 

・学習内容は、縄文かるた・国宝である縄文のビーナス・仮面の女神を調べ

て作ってみよう・縄文ランプを粘土で作ってみよう・火起こし体験・縄文

ひょうたん・中ッ原遺跡見学・土鈴作り・縄文検定に挑戦等。 

〇「縄文科」学習における ESD の実践      永明小学校 福島佳之教諭 

 ・縄文人のたくましさ(自立)、やさしさ(協働)、高い生活力と創造性（創造） 

  これらの精神性に触れる学習活動 

 （永明小学校 4 学年児童の発表） 

 ・縄文人のくらしと私たちのつながり 

  図書館を使って調べる学習 

  「縄文かるた」から学ぶ 

  火おこし体験 

  縄文食事会 

〇世界へつながる活動 

 ・「世界寺子屋運動に参加しよう」 

 ・「永明の日」：全校つむぎ合い講座・学級毎の学習発表・歌ごえタイム・ 

縄文太鼓演奏等 

全校つむぎ合い講座では、「やってみなければわからない」―日本や外国でチ

ャレンジしてわかったこと―と題して永明小学校卒業生でベルギー人と結婚さ

れたご夫妻と息子さんに講演をいただいた。 

    

永明小学校は 2017 年(平成 29 年)をユネスコスクール元年とした。 

大会 1 日目の永明小学校の縄文発表 
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平成 30 年度第 3 回諏訪湖アダプトプログラム・湖畔清掃は 9 月 14 日(金)午

前 9 時より、厳しい残暑も和らいだ朝、会員 14 名の参加により諏訪市石彫公園

一帯の清掃を行い可燃物約 10 ㎏、缶・ビン等約 5 ㎏を回収し本年度の事業は終

了した。 

 

 理 事 会 報 告  

平成 30 年度 

第５回理事会(92 回) 平成 30 年８月 17 日(月) 18 時 30 分  

報 告 

 ・講師からの要望で基調講演でなく、記念講演にしてほしいとのこと 

・８月８日、永明小の太鼓顧問が演奏会場を下見し、舞台が狭いので舞台

下にも太鼓の設置をする旨確認をした（演奏者は 30 人位） 

・伊豆ユネスコクラブは会長の体調が思わしくなく、連絡等も徹底しなか

った為、今回は欠席。活動報告は提出 

・小田原ユネスコ協会は本年 3 月末をもって解散。４ブロックのユネスコ

協会数は 20 から 19 になった 

・日本ユネスコ協会連盟事務局の中部東ブロック担当者が仁藤里香さんか

ら尼子美博さんに交代 

・来賓出席依頼（各市町村長） 

・大会の後援・共催の申請書の提出（代表理事に依頼） 

・８月 14 日、会長と事務局長で RAKO 華乃井会場に出向き 29 日の宿泊者

と部屋の確認を行った 

議 事 

1. 会費納入状況について（会計担当）７月末日締め切り 

未納入者への対応…理事で連絡がつく会員の確認と再度通知 

2. 「中部東ブロック・ユネスコ活動研究大会 in 諏訪」関係 

(1)協賛金について 

・ここで最終締め切りとする 

環境問題推進部会 

諏訪湖アダプトプログラム・諏訪湖畔の清掃実施 
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(2)参加者決定数（現時点） 

29 日：138 名  30 日：128 名  懇親会：126 名  宿泊：96 名 

(3)第８回実行委員会開催について 

８月 23 日（木）18：30  「ゆいわーく茅野」 

 ・係の細案・役割分担の検討 

(4)大会に向けての確認事項について 

 ・会場にて記念講演の講師の著作本の販売 

 ・来賓の確認（出欠席の確認） 

・準備品 

3. その他 

   ・第８回実行委員会   ８月 23 日(木) 18 時 30 分 

   ・三役会        ８月 31 日(金) 16 時 

    ・次回理事会      ９月 ３日(月) 16 時  

    ・６市町村代表者会議  ９月 ５日(水) 16 時 

    ・第９回実行委員会   ９月 11 日(火) 18 時 

   ・アダプトプログラム  ９月 14 日(金) ９時 

  第６回理事会(93 回) 平成 30 年９月３日(月) 18 時 30 分 

報 告 

 ・県知事の代理に中島恵理副知事が出席。縄文太鼓から開会式まで出席 

  生涯学習課の車で来るため 2 台分の駐車場を確保してほしいとの依頼 

 ・茅野市長が公務で欠席。代理に山田教育長が出席 

 ・下諏訪町町長の代理に松崎泉教育長 

 ・清水ユネスコ協会 1 名欠席との連絡があった 

・中野清史氏より長野県連の会合を持ちたいとの連絡があった(30 分程) 

・信州 ESD コーディネーターの渡辺隆一氏（信州大学教育学部特任教授） 

が大会に出席したい旨連絡があった（29 日・30 日、懇親会・宿泊） 

議 事 

1. 会費納入状況について（会計担当） 

2. 「中部東ブロック・ユネスコ活動研究大会 in 諏訪」関係 

 (1)参加予定者数の確定 

 29 日協会員 139 名、懇親会 124 名、宿泊 94 名、来賓９名、縄文太鼓 

児童 30 名、職員２名、研究発表児童５名、職員２名 

(2)協賛金について（会計担当） 

    未確認の方の報告と確認の依頼 

(3)開閉会式案…濱副会長より説明 

(4)会場係…玉舎会場係長より説明（本の販売依頼） 

(5)懇親会係…清水懇親会係長より説明 

  ・効き酒・諏訪の観光ビデオ・木遣り等検討中 

(6)大会に向けての確認事項について 

    ・来賓の確認（出欠席の確認） 

・準備品等 

スタッフベスト（白、ユネスコのロゴを胸に入れる）・名札・水・胸 

リボン・資料入れ袋等購入 
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3. 今後の予定 

・６市町村担当者会  ９月 ５日(水) 16 時「ゆいわーく茅野」 

・諏訪湖アダプト   ９月 14 日(金) ９時 

・三 役 会     ９月 11 日(火) 17 時「ゆいわーく茅野」 

・次回理事会     ９月 26 日(水) 18 時 30 分  

・第９回実行委員会  ９月 11 日(火) 18 時 30 分 

第７回理事会(94 回) 平成 30 年９月 26 日(水) 18 時 30 分 

報 告 

・諏訪湖アダプトプログラム（９月 14 日）……14 名参加で行なわれた 

 ・大会冊子の件……理事に完成品を配布し確認した 

 ・スタッフベストの件……28 日に出来上がる為、準備会場に持参する 

 ・児童への記念品……クリアファイルを用意 

議 事 

「中部東ブロック・ユネスコ活動研究大会 in 諏訪」関係 

(1)参加予定者数の確定 

 29 日…157 名  30 日…128 名  懇親会…134 名  宿泊…96 名 

(2)予算執行関係について（会計担当） 

(3)開閉会式案 

 ・１日目…松木裕基子（司会依頼） ２日目…日本ユネスコ協会連盟 

  懇親会…清水勝喜 

(4)会場係（玉舎）     

 ・講演会時の質疑応答の際マイクを渡す係を決める（２名） 

 ・電車で来る会員の誘導を会場係に依頼（２名） 

電車から降りたらバスまで誘導（RAKO 華乃井ホテルのバスが迎えに 

行く） 

 ・28 日 13 時 30 分集合し準備を行う 

(5)懇親会係（清水） 

 ・懇親会の総合司会は清水係長が行う 

 ・出品物・予算等内容を発表し承認された 

(6)大会に向けての確認事項について 

・準備品等…再確認をした 

・水（ペットボトル）を茅野市役所までもらいに行く…27 日４時に三役 

引き続き５時より、ホテル側と打ち合わせを行う 

・９月 27 日に「RAKO 華乃井ホテル」に搬入するもの 

     水・冊子・ユネスコ旗・手提げ袋・ユネスコ歌ＣＤ等 

     土産品は 28日に搬入（横森） 

  (7)「中部東ブロック・ユネスコ活動研究大会 in 諏訪」会計監査について 

 ・監査の濵善夫・高林徳江に依頼することを決めた 

  (8)これからの予定 

      三役会       10 月 22 日(月) 16 時 

      次回理事会     10 月 25 日(木) 18 時 30 分  

      第 10 回実行委員会（反省・慰労会） 

11 月６日(火) 18 時 30 分 於：「RAKO 華乃井ホテル」   
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第８回理事会(95 回) 平成 30 年 10 月 25 日(木）18 時 30 分 

報 告  

・「中部東ブロック・ユネスコ活動研究大会 in 諏訪」に関する礼状の送付 

  協賛金をいただいた方々・会員各位に冊子を同封し送付 

 ・日本ユネスコ協会連盟の中部東ブロック担当尼子さんより「この研究

の為に 1 年以上かけて準備頂いたことや、当日の研究会における温か

なおもてなしで、参加者も喜んでお帰りになられた様子でした。また

参加者からは、内容も非常に良かったとの感想もお聞きいたしました

…」との礼状が届いたことの報告 

 ・ユネスコスクール全国大会…平成 30 年 12 月８日(土) 於：横浜市 

 ・ESD 推進ネットワーク：全国フォーラム 2018 

…平成 30 年 11 月 30 日(金)・12 月 1 日(土) 於：東京 

   参加者は申し出てほしい 

  ・前理事会計、金子勝弘氏 10 月 14 日逝去…会長・事務局長が弔問した 

議 事 

 (1)「中部東ブロック・ユネスコ活動研究大会 in 諏訪」反省 

会場係 

 ・概ね良かった 

・冊子入り手提げ袋の人数確認をしっかりした方が良かった（諏訪ユ 

ネスコ協会の参加者にゆき渡らなかった） 

懇親会係 

 ・セロリ・ルバーブ等取りやすくよかった 

 ・とても好評だった 

 ・マイクが聞き取りずらかった 

 ・タイミングの良い花火は良かった 

予算執行 

    ・報告書等作成に関わる費用等を差し引き残金は今後の活動費に活用 

させていただくことを決めた 

開会式・閉会式 

 ・オープニングの子供たちの太鼓はたいへん良かった 

 ・閉会式は台風の影響で終了時間を早めたが、かえって良かったので 

はないかとの意見があった 

その他 

 ・報告書の作成を編集委員が行う（年内に発送まですべて終了とする） 

(2)協賛者への礼状発送 

  ・礼状、冊子を配布できる方は本日持参し配布、あとは郵送する 

(3)これからの取り組み 

  ・報告書作成…編集委員会：11 月６日 16 時 

  ・反省会 

  ・決算書 

  ・書き損じハガキ 

(4)その他 

  ・第 10 回実行委員会（反省会）11 月６日(火) 18 時 30 分 
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  ・次回理事会 11 月 22 日(木)…18 時 30 分  

  ・三役会：11 月 13 日(火)…16 時 

第９回理事会(96 回) 平成 30 年 11 月 22 日(木）18 時 30 分 

報 告  

・信州ＥＳＤ通信が届いた旨報告 

 ・ＥＳＤ全国フォーラム 

11 月 30 日(金)～12 月１日(土)          出席できる方は 

場所…国立オリンピック記念青少年総合センター  お願いしたい                              

 ・ユネスコスクール全国大会：12 月８日(土)         

場所…横浜市立みなとみらい本町小学校     

議 事 

１．寺子屋部会の今後の取り組み 

 第１回寺子屋部会…11 月 30 日(金) 18 時 30 分  

場所：諏訪市公民館２階講義室 

・部会開催の通知の確認 

・チラシ、ポスター、回収ボックス等の確認を行う 

・チラシ 20,000 枚を仕分けする 

 担当の学校を確認し必要枚数の確認をする 

   第２回寺子屋部会…平成 31 年２月中旬予定 

 ２．広報部会 

(1)ユネスコ通信・大会報告書発行準備状況と予定 

・編集会議 11 月 27 日(火) 15 時 30 分～  「ゆいわーく茅野」 

・大会報告書の内容確認と表紙にする写真を選定する 

 理事の方も各々読んで訂正箇所があったら編集委員に連絡する 

・12 月末日までに送付まで完了する 

 (2)大会報告書送付先の確認 

    日本ユネスコ協会連盟・中部東ブロック各協会・県内各協会・諏訪ユ 

ネスコ協会員・各市町村教育委員会・来賓（県知事・各市町村首長・ 

教育長） 

３．決算書作成・日本ユネスコ協会連盟へ送付 

  ・大会報告書の印刷が終了次第、決算書を作成し送付する 

４．ユネスコスクール推進部会 

  ・ユネスコスクール加盟登録への取り組み 

５. 諏訪ユネスコ協会の今後について 

・本年度入会された方の部会をどうするか検討する 

・これからの諏訪ユネスコ協会の取り組みをどのようにしていくか議 

論をしていく（会員にアンケートを取り幅広い意見を聞く） 

・会員を増やしていく 

６．その他 

   ・次回理事会 12 月 13 日(木) 18 時 30 分  

   ・三役会   12 月 10 日(月) 16 時  

   ・１月理事会  1 月 10 日(木) 17 時 30 分 

 


